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▼
今
年
五
月
、Ｊ
リ
ー
グ
・
浦
和

レ
ッ
ズ
が
Ａ
Ｃ
Ｌ（
ア
ジ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
リ
ー
グ
）を
制
し
、
三
度

目
の
ア
ジ
ア
王
者
に
輝
い
た
。過

酷
な
ア
ジ
ア
各
地
へ
の
遠
征
は
、

リ
ー
グ
戦
な
ど
他
の
試
合
を
こ
な

し
な
が
ら
の
戦
ひ
で
あ
つ
た
。選

手
・
コ
ー
チ
・
ス
タ
ッ
フ
も
素
晴

ら
し
い
が
、
海
外
ま
で
駆
け
つ
け

て
熱
い
声
援
を
送
つ
た
サ
ポ
ー

タ
ー
達
の
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。▼
彼
ら
の
心
の
奥
底
に
は

日
本
の
誇
り
、
大
和
魂
が
あ
つ
た
。

し
か
し
な
が
ら
大
手
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
こ
の
浦
和
の
戦
ひ
ぶ
り
を
大

き
く
は
取
り
上
げ
な
か
つ
た
。あ

の
三
月
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
喧
噪
と
は
打

つ
て
変
は
つ
て
だ
。▼
な
ほ
、
今
年

の
Ａ
Ｃ
Ｌ
に
は
横
浜
Ｆ
Ｍ
、
川
崎
、

広
島
、
甲
府
、
浦
和
が
出
場
す
る
。

特
に
人
口
八
十
万
人
の
山
梨
か
ら

天
皇
杯
制
覇
を
経
て
出
場
す
る
甲

府
に
は
注
目
だ
ら
う
。▼
日
本
代

表
も
い
い
が
、
こ
の
機
会
に
Ａ
Ｃ

Ｌ
に
出
場
す
る
日
本
の
Ｊ
リ
ー
グ

ク
ラ
ブ
を
応
援
す
る
の
も
い
い
の

で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

（
竹
）
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台
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見
出
す
た
め
、
努
力
す
る
の
が

知
事
の
役
割
で
は
な
い
か
」
と

疑
問
を
呈
し
た
。

　

玉
城
知
事
に
よ
る
訪
中
は
四

年
ぶ
り
三
回
目
だ
。
令
和
元
年

（
二
〇
一
九
年
）
の
訪
中
時
に
は

当
時
の
副
首
相
と
会
ひ
、
中
国

中
心
の
巨
大
経
済
圏
構
想
「
一

帯
一
路
」
に
「
沖
縄
を
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
提
案
し
、
物
議

を
醸
し
た
。
当
時
か
ら
中
国
べ

つ
た
り
だ
つ
た
の
だ
。

　

今
回
の
訪
中
は
、
知
事
が
打

ち
だ
し
た
「
沖
縄
の
独
自
の
地

域
外
交
」
の
一
環
と
位
置
付
け

ら
れ
て
ゐ
る
。
台
湾
有
事
の
可

能
性
が
さ
さ
や
か
れ
る
中
、
沖

縄
が
周
辺
国
や
地
域
に
平
和
を

発
信
し
、
緊
張
緩
和
に
つ
な
げ

よ
う
と
い
ふ
の
だ
。
県
は
今
年

四
月
か
ら
「
地
域
外
交
室
」
な

る
部
署
ま
で
設
置
し
た
。

　

だ
が
前
出
の
大
浜
県
議
は
「
外

交
は
互
ひ
の
摩
擦
を
調
整
し
て

い
く
重
要
な
作
業
だ
。
知
事
に

は
外
交
の
セ
ン
ス
は
な
い
」
と

一
刀
両
断
す
る
。
確
か
に
、
重

要
な
案
件
を
抱
へ
て
ゐ
る
相
手

国
に
出
掛
け
て
行
つ
て
、
耳
当

た
り
の
い
い
交
流
の
話
だ
け
し

て
帰
つ
て
来
る
の
で
は
「
外
交
」

の
名
に
値
し
な
い
。
そ
れ
を
あ

へ
て
外
交
と
呼
ぶ
な
ら
「
屈
辱

外
交
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

も
つ
と
も
、
知
事
は
訪
中
直

前
の
県
議
会
で
、
大
浜
県
議
か

ら
尖
閣
問
題
を
取
り
上
げ
る
か

ど
う
か
聞
か
れ
、
自
ら
尖
閣
問

題
を
持
ち
出
す
気
は
な
い
と
言

明
し
て
ゐ
た
。

　

知
事
が
北
京
で
河
野
元
衆
院

議
長
の
隣
に
席
を
用
意
さ
れ
、

李
首
相
と
直
接
言
葉
を
交
は
せ

る「
厚
遇
」を
与
へ
ら
れ
た
の
は
、

尖
閣
問
題
に
言
及
し
な
い
こ
と

の
見
返
り
だ
つ
た
の
だ
ら
う
。

知
事
は
い
は
ば
、
間
接
的
に
「
尖

閣
を
売
る
」
こ
と
で
中
国
最
高

指
導
部
の
歓
心
を
買
つ
た
の
だ
。

中
国
の
軍
事
的
恫
喝

　

現
在
、
沖
縄
県
民
に
と
つ
て

最
大
の
懸
念
事
項
は
、
言
ふ
ま

で
も
な
く
台
湾
有
事
勃
発
の
可

能
性
だ
。
台
湾
か
ら
日
本
最
西

端
の
与
那
国
島
ま
で
の
距
離
は

約
一
一
〇
キ
ロ
し
か
な
い
。

　

故
・
安
倍
晋
三
元
首
相
が
「
台

湾
有
事
は
日
本
有
事
」
と
発
言

し
て
話
題
に
な
つ
た
が
、
別
の

言
ひ
方
を
す
れ
ば
「
台
湾
有
事

は
沖
縄
有
事
」
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
の
こ
と
が
可
視
化
さ
れ

た
の
が
、
令
和
四
年
（
二
〇
二

二
年
）
八
月
、
中
国
軍
が
台
湾

を
包
囲
し
て
行
つ
た
軍
事
演
習

だ
。

　

中
国
軍
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
六

発
を
八
重
山
諸
島
周
辺
に
着
弾

さ
せ
た
。
着
弾
場
所
は
、
五
発

が
波
照
間
島
周
辺
の
日
本
の
Ｅ

Ｅ
Ｚ（
排
他
的
経
済
水
域
）、
一

発
が
与
那
国
島
周
辺
だ
つ
た
。

共
同
通
信
の
報
道
で
、
日
本
の

Ｅ
Ｅ
Ｚ
内
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を

撃
ち
込
む
の
は
、
習
近
平
国
家

主
席
自
身
の
決
断
だ
つ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

つ
ま
り
中
国
は
、
台
湾
有
事

の
際
、
日
本
が
介
入
す
れ
ば
、

八
重
山
諸
島
周
辺
に
「
ミ
サ
イ

ル
の
雨
を
降
ら
せ
る
」
と
い
ふ

予
行
演
習
を
見
せ
つ
け
、
日
本

を
露
骨
に
威
嚇
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
は
こ
れ
に
対
し
、
以
前
か

ら
進
め
て
ゐ
た
安
保
三
文
書
の

改
定
、
つ
ま
り
反
撃
能
力
の
保

有
な
ど
に
よ
る
防
衛
力
の
強
化

で
対
応
し
た
。
石
垣
島
に
は
今

年
三
月
、
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地

も
開
設
し
た
。

　

し
か
し
玉
城
知
事
は
「
軍
事

力
の
増
強
に
よ
る
抑
止
力
の
強

化
が
か
え
つ
て
地
域
の
緊
張
を

高
め
、
不
測
の
事
態
が
生
ず
る

こ
と
を
強
く
懸
念
し
て
ゐ
る
」

と
述
べ
、
日
本
の
防
衛
力
強
化

に
公
然
と
反
対
し
た
。

オ
ー
ル
沖
縄
の
実
態

　

玉
城
知
事
の
発
言
の
背
景
に

は
何
が
あ
る
の
か
。
知
事
の
支

持
基
盤
と
な
つ
て
ゐ
る
政
治
勢

力
は「
オ
ー
ル
沖
縄
」と
呼
ば
れ
、

共
産
党
、
社
民
党
、
立
憲
民
主

党
な
ど
の
政
治
家
が
主
要
な
構

成
員
と
な
つ
て
ゐ
る
。
本
土
で

い
ふ
「
野
党
共
闘
」
の
体
制
だ
。

こ
れ
ら
の
政
党
が
防
衛
力
強
化

に
後
ろ
向
き
な
の
は
周
知
の
事

実
で
あ
る
。

　

か
つ
て
は
、
知
事
の
支
持
基

盤
に
自
民
党
の
一
部
支
持
者
な

ど
も
加
は
り
、
保
守
か
ら
革
新

ま
で
を
網
羅
し
た
政
治
勢
力
と

し
て
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
を
名
乗

つ
た
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
可
能
だ

つ
た
の
か
と
言
ふ
と
「
オ
ー
ル

沖
縄
」
が
最
大
の
政
治
的
目
標

と
し
て
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の

名
護
市
辺
野
古
移
設
阻
止
を
掲

げ
、
そ
れ
を
最
大
公
約
数
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
家
や
有

権
者
を
一
つ
に
ま
と
め
た
か
ら

だ
。

　
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
発
足
当
時

は
「
腹
八
分
」「
腹
六
分
」
と
い

ふ
セ
リ
フ
が
公
然
と
使
は
れ
た
。

辺
野
古
移
設
阻
止
で
合
意
で
き

る
な
ら
、
保
守
と
か
革
新
と
か
、

政
治
的
思
想
の
差
異
は
ど
う
で

も
い
い
、
と
い
ふ
こ
と
だ
。
む

き
だ
し
の
権
力
志
向
で
あ
る
。

　

し
か
し
「
オ
ー
ル
沖
縄
県
政
」

は
国
と
の
裁
判
闘
争
に
敗
れ
、

辺
野
古
移
設
阻
止
が
不
可
能
で

あ
る
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
に

な
つ
て
き
た
。
ま
た
「
オ
ー
ル

沖
縄
」
の
内
部
で
革
新
色
が
色

濃
く
な
り
過
ぎ
た
こ
と
を
嫌
ひ
、

保
守
勢
力
が
続
々
と
離
脱
し
て

い
つ
た
。

現
在
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
と
は
名

ば
か
り
に
な
り
、
そ
の
実
態
は
、

過
激
な
反
基
地
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
売
り
に
し
た
「
オ
ー
ル
革
新
」

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

沖
縄
で
圧
倒
的
な
影
響
力
を

持
つ
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
「
オ
ー

ル
沖
縄
」
支
持
を
鮮
明
に
し
て

ゐ
る
こ
と
も
手
伝
つ
て
、
玉
城

知
事
は
昨
年
の
知
事
選
で
再
選

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
政
府

に
対
し
て
は
非
現
実
的
な
辺
野

古
反
対
や
防
衛
力
強
化
へ
の
異

論
、
対
外
的
に
は
売
国
と
し
か

言
ひ
や
う
が
な
い
「
独
自
外
交
」

の
路
線
を
ひ
た
走
つ
て
ゐ
る
。

　

台
湾
有
事
に
備
へ
「
国
境
の

砦
」
で
あ
る
べ
き
沖
縄
が
、
内

部
か
ら
徐
々
に
侵
食
さ
れ
て
ゐ

る
。
本
土
は
も
つ
と
危
機
感
を

持
つ
て
、
沖
縄
の
現
状
を
注
視

す
べ
き
だ
。

は
な
い
。
ま
さ
に
傍
若
無
人
で

あ
る
。玉

城
知
事
の
屈
辱
外
交

　

玉
城
知
事
は
李
首
相
と
の
会

談
後
、
報
道
陣
に
対
し
、
尖
閣

諸
島
問
題
に
触
れ
な
か
つ
た
理

由
に
つ
い
て
「
特
に
尖
閣
に
つ

い
て
の
話
は
出
な
か
つ
た
の
で
、

私
か
ら
も
あ
へ
て
何
か
言
及
す

る
こ
と
も
な
か
つ
た
」
と
述
べ

た
。
尖
閣
問
題
に
対
す
る
自
身

の
考
へ
を
問
は
れ
「
も
ち
ろ
ん

政
府
の
方
針
を
踏
襲
す
る
」
と

述
べ
、
尖
閣
問
題
は
日
中
の
政

府
間
協
議
で
取
り
上
げ
る
べ
き

と
の
考
へ
を
示
し
た
。

　

尖
閣
に
関
し
て
、
ま
る
で
他

人
事
の
や
う
な
態
度
だ
。
中
国

の
最
高
指
導
部
に
面
会
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
だ
の
だ
か

ら
、
玉
城
知
事
は
本
来
、
沖
縄

の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
厳
重
に
苦

情
を
申
し
立
て
る
べ
き
だ
つ
た
。

石
垣
市
民
か
ら
見
れ
ば
、
李
首

相
と
笑
顔
で
握
手
だ
け
し
て
帰

つ
て
き
た
玉
城
知
事
の
姿
は
情

け
な
い
の
一
言
に
尽
き
る
。

　

石
垣
市
が
選
挙
区
の
大
浜
一

郎
県
議
は
「
国
際
社
会
か
ら
見

る
と
、
何
も
言
は
な
い
と
い
ふ

の
は
相
手
の
言
ひ
分
を
認
め
た

こ
と
」
と
知
事
の
態
度
に
憤
り

を
隠
さ
な
い
。

　

尖
閣
周
辺
に
何
度
も
出
漁
し
、

体
を
張
つ
て
中
国
艦
船
と
対
峙

し
て
ゐ
る
「
尖
閣
諸
島
を
守
る

会
」
代
表
世
話
人
の
仲
間
均
市

議
は
「
尖
閣
が
日
中
間
の
問
題

に
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
訪

中
し
た
の
な
ら
解
決
の
糸
口
を

領
海
侵
入
を
繰

り
返
し
、
石
垣

島
な
ど
か
ら
出

漁
し
た
日
本
漁

船
が
操
業
の
た

め
尖
閣
周
辺
海

域
に
入
る
と
、

接
近
や
追
跡
な

ど
の
行
為
で
威

嚇
す
る
。
日
本

の
漁
業
者
は
、

海
上
保
安
庁
の

護
衛
が
な
け
れ
ば
事
実
上
、
周

辺
海
域
で
操
業
で
き
な
い
現
状

だ
。

　

中
国
船
の
領
海
侵
入
は
、
平

成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

の
日
本
の
尖
閣
国
有
化
以
降
、

も
う
十
年
以
上
も
続
く
。

　

私
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇

一
三
年
）、
石
垣
島
か
ら
漁
船
に

同
乗
し
て
尖
閣
周
辺
海
域
に
行

つ
た
。
領
海
侵
入
し
た
中
国
艦

船
が
待
ち
構
へ
て
ゐ
て
、
私
た

ち
の
漁
船
に
急
接
近
。
千
ト
ン

級
の
艦
船
が
、
わ
ず
か
十
ト
ン

程
度
し
か
な
い
く
り
船
の
や
う

な
漁
船
に
体
当
た
り
す
る
素
振

り
を
見
せ
た
。

　

巡
視
船
が
中
国
船
と
漁
船
の

間
に
割
つ
て
入
り
、
何
と
か
事

な
き
を
得
た
が
、
私
が
そ
の
時

感
じ
た
の
は
、
中
国
政
府
に
は

「
平
和
的
な
話
し
合
ひ
」
で
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
思
考
回

路
な
ど
存
在
し
な
い
と
い
ふ
こ

と
だ
。

　
「
実
力
行
使
で
お
前
の
領
土
を

奪
ふ
。
そ
れ
が
嫌
な
ら
実
力
で

阻
止
し
て
み
ろ
」。
そ
れ
が
中
国

の
や
り
方
の
す
べ
て
で
あ
る
。

国
際
法
も
何
も
あ
つ
た
も
の
で

　

沖
縄
県
の
玉
城
デ
ニ
ー
知
事

は
七
月
五
日
、
日
本
国
際
貿
易

促
進
協
会
（
会
長
・
河
野
洋
平

元
衆
院
議
長
）
の
訪
中
団
に
同

行
し
、
北
京
で
中
国
の
李
強
首

相
と
面
会
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
断
し
て

ゐ
る
中
国
と
沖
縄
の
直
行
便
再

開
を
要
請
し
た
が
、
中
国
と
沖

縄
の
間
で
最
大
の
懸
案
と
な
つ

て
ゐ
る
尖
閣
諸
島
問
題
に
関
し

て
は
、
お
互
ひ
に
一
言
も
触
れ

な
か
つ
た
。

海
警
局
艦
船
の
無
法
な
威
嚇

　

尖
閣
諸
島
は
沖
縄
県
石
垣
市

の
行
政
区
域
だ
が
、
中
国
が
一

方
的
に
領
有
権
を
主
張
し
、
周

辺
海
域
に
海
警
局
に
所
属
す
る

艦
船
を
四
隻
体
制
で
常
駐
さ
せ

て
ゐ
る
。

　

海
警
局
の
艦
船
は
恒
常
的
に
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